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試

験

場

の

生

い

立

ち

と

九

○

年

の

歩

み

栗

林

茂

治

蚕

糸

・

昆

虫

農

業

技

術

研

究

所

の

ル

ー

ツ

で

あ

る

農

商

務

省

原

蚕

種

製

造

所

が

設

立

さ

れ

た

の

は

明

治

四

四

年

（

一

九

一

一

）

五

月

で

あ

る

か

ら

、

平

成

一

三

年

（

二

○

○

一

）

に

は

創

立

以

来

九

○

年

の

歴

史

を

刻

む

こ

と

に

な

る

。

我

が

国

の

蚕

糸

関

係

研

究

機

関

の

中

核

と

し

て

常

に

蚕

糸

研

究

を

リ

－

ド

し

、

波

乱

に

満

ち

た

蚕

糸

業

の

技

術

開

発

や

改

良

に

尽

力

し

、

ま

た

昆

虫

機

能

利

用

研

究

に

先

鞭

を

つ

け

る

な

ど

、

昆

虫

産

業

一

筋

に

邁

進

し

貢

献

し

て

き

た

九

○

年

間

で

あ

っ

た

。

こ

の

間

の

足

跡

を

た

ど

る

こ

と

は

、

果

た

し

て

き

た

役

割

を

今

日

的

視

点

か

ら

見

つ

め

な

お

し

、

ま

た

こ

れ

か

ら

の

方

向

を

展

望

す

る

上

で

意

義

の

あ

る

こ

と

と

思

う

。

そ

の

生

い

立

ち

と

九

○

年

間

の

歩

み

に

つ

い

て

許

さ

れ

た

範

囲

で

た

ど

っ

て

み

た

い

。

生

い

立

ち

一

八

五

九

(

安

政

六

年

)
,

横

浜

開

港

に

よ

っ

て

日

本

蚕

糸

業

の

前

に

突

如

と

し

て

世

界

市

場

が

開

か

れ

た

。

幕

藩

体

制

下

の

狭

小

な

国

内

市

場

の

も

と

で

,

ゆ

る

や

か

に

発

達

し

て

い

た

養

蚕

・

製

糸

業

は

，

そ

れ

以

降

,

市

場

を

大

き

く

海

外

に

依

存

し

，

内

外

の

諸

情

勢

に

揺

ら

れ

な

が

ら

も

近

代

日

本

の

基

幹

産

業

と

な

っ

て

著

し

い

発

展

の

道

を

辿

る

こ

と

に

な

っ

た

。

明

治

政

府

は

蚕

糸

業

を

発

展

さ

せ

、

ま

た

国

際

信

用

を

確

保

す

る

た

め

さ

ま

ざ

ま

な

手

厚

い

保

護

・

奨

励

政

策

を

と

っ

た

。

蚕

糸

に

関

わ

る

研

究

や

教

育

の

充

実

を

は

か

る

た

め

、

明

治

七

年

(

一

八

七

四

)

に

内

務

省

勧

業

寮

管

轄

に

よ

る

内

藤

新

宿

試

験

場

（

現

新

宿

御

苑

）

に

蚕

業

試

験

掛

を

設

け

、

蚕

業

に

関

す

る

試

験

と

伝

習

を

始

め

た

。

こ

れ

は

明

治

十

年

に

勧

業

局

試

験

場

と

な

り

、

同

十

二

年

に

廃

止

。

こ

の

流

れ

を

く

む

機

関

と

し

て

蚕

病

試

験

場

が

明

治

十

七

年

に

農

商

務

省

農

務

局

の

一

分

課

と

し

て

東

京

麹

町

区

（

現

在

の

日

比

谷

公

園

脇

・

帝

国

ホ

テ

ル

の

あ

る

と

こ

ろ

）

に

設

置

さ

れ

、

明

治

十

九

年

に

西

ケ

原

に

移

転

。

翌

二

十

年

に

蚕

業

試

験

場

と

改

称

さ

れ

た

。

こ

れ

は

明

治

二

九

年

に

蚕

業

講

習

所

と

改

称

さ

れ

て

、

教

育

を

主

と

し

た

機

関

と

な

り

、

明

治

三

二

年

に

京

都

蚕

業

講

習

所

（

の

ち

に

文

部

省

に

移

管

さ

れ

京

都

高

等

蚕

糸

学

校

、

現

在

の

京

都

工

芸

繊

維

大

学

繊

維

学

部

）

が

新

設

さ

れ

た

際

に

東

京

蚕

業

講

習

所

（

の

ち

に

文

部

省

に

移

管

さ

れ

東

京

高

等

蚕

糸

学

校

、

現

在

の

東

京

農

工

大

学

）

と

な

っ

た

。

明

治

四

三

年

に

は

文

部

省

直

轄

の

上

田

蚕

糸

専

門

学

校

（

現

在

の

信

州

大

学

繊

維

学

部

）

が

設

立

さ

れ

、

蚕

糸

専

門

の

高

等

教

育

機

関

は

三

つ

に

な

っ

た

が

、

蚕

糸

専

門

の

国

立

研

究

機

関

は

な

く

な

っ

た

。

生

糸

の

輸

出

量

は

特

に

明

治

中

期

か

ら

末

期

に

か

け

て

急

増

し

、

明

治

四

二

年

（

一

九

○

九

）

に

は

八

千

三

百

ト

ン

に

達

し

、

世

界

第

一

の

輸

出

国

中

華

民

国

の



- 2 -

七

千

五

百

ト

ン

を

抜

い

て

世

界

一

の

座

に

お

ど

り

出

た

。

こ

の

よ

う

な

輸

出

の

増

加

に

伴

っ

て

我

が

国

の

生

糸

の

雑

ぱ

く

な

こ

と

が

絶

え

ず

問

題

と

な

り

、

明

治

四

三

年

（

一

九

一

○

）

農

商

務

省

の

設

け

た

蚕

糸

業

生

産

調

査

会

は

、

政

府

の

諮

問

に

対

し

、

蚕

品

種

を

改

良

し

統

一

す

る

こ

と

が

必

要

で

、

そ

の

た

め

に

は

国

家

が

原

蚕

種

製

造

業

務

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

し

、

そ

れ

を

行

う

機

関

の

設

立

を

建

議

し

た

。

こ

の

建

議

に

基

づ

い

て

当

所

の

前

身

で

あ

る

農

商

務

省

原

蚕

種

製

造

所

が

明

治

四

四

年

（

一

九

一

一

）

五

月

に

設

立

さ

れ

た

。

創

立

当

時

の

職

員

数

は

本

支

所

を

合

わ

せ

て

六

四

名

、

う

ち

技

師

・

技

手

は

五

一

名

で

あ

る

が

、

そ

う

そ

う

た

る

顔

ぶ

れ

を

揃

え

て

い

る

。

あ

た

か

も

外

山

亀

太

郎

博

士

が

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

理

論

を

も

と

に

カ

イ

コ

の

一

代

雑

種

の

有

利

性

を

提

唱

（

一

九

○

六

）

し

て

間

も

な

い

時

期

で

、

一

代

雑

種

の

普

及

に

極

め

て

タ

イ

ム

リ

ー

で

あ

っ

た

。

加

賀

山

所

長

の

開

所

式

の

訓

辞

に

、

「

蚕

糸

業

は

、

本

邦

重

要

な

る

産

業

に

し

て

、

養

蚕

に

従

事

す

る

も

の

百

六

○

万

戸

、

農

家

総

数

の

三

分

の

一

を

占

め

、

蚕

種

製

造

業

者

一

万

五

千

、

製

糸

工

場

三

千

五

百

を

加

え

る

と

国

家

経

済

の

上

よ

り

見

て

も

重

要

な

る

地

位

を

占

め

て

お

り

、

生

糸

は

輸

出

品

と

し

て

第

一

位

を

占

め

、

一

カ

年

の

輸

出

額

は

一

億

五

千

万

円

、

絹

製

品

を

加

え

れ

ば

二

億

円

を

越

え

、

我

が

国

の

輸

出

総

額

の

三

割

七

分

を

占

め

、

前

途

は

洋

々

た

る

も

の

が

あ

る

。

し

か

し

、

幾

多

の

競

争

国

あ

り

、

ま

た

一

方

に

は

人

造

絹

糸

業

の

驚

く

べ

き

進

歩

あ

り

て

安

閑

と

し

て

惰

眠

を

許

さ

ざ

る

状

況

な

り

。

学

術

的

研

究

の

成

果

を

応

用

す

る

な

ら

ば

、

あ

え

て

恐

れ

る

に

足

ら

な

い

。

そ

の

た

め

に

は

広

く

学

術

的

研

究

を

深

め

、

そ

の

成

績

の

普

及

を

計

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

故

に

当

所

が

設

立

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

」

と

あ

る

。

設

立

当

所

か

ら

多

難

な

蚕

糸

業

を

予

想

し

て

い

る

と

こ

ろ

を

見

る

と

、

斜

陽

の

宿

命

は

生

ま

れ

落

ち

る

時

か

ら

背

負

っ

て

い

た

よ

う

だ

。

当

時

は

い

わ

ば

蚕

糸

業

の

最

盛

期

に

あ

た

り

、

外

山

亀

太

郎

、

石

渡

繁

胤

博

士

ら

を

中

心

に

、

蚕

品

種

の

改

良

や

蚕

桑

の

学

術

研

究

に

向

か

っ

て

全

職

員

が

一

丸

と

な

っ

て

使

命

感

に

燃

え

、

所

は

ま

こ

と

に

活

気

に

満

ち

て

い

た

と

い

う

。

記

録

に

よ

る

と

、

生

産

調

査

会

の

決

議

に

は

「

蚕

業

試

験

場

」

を

つ

く

る

こ

と

に

な

っ

て

い

た

が

、

議

会

で

の

審

議

の

課

程

で

、

試

験

場

に

す

る

と

職

員

が

研

究

ば

か

り

し

て

原

蚕

種

の

製

造

や

蚕

品

種

改

良

を

し

た

が

ら

な

い

の

で

は

な

い

か

と

懸

念

さ

れ

て

「

原

蚕

種

製

造

所

」

と

名

付

け

ら

れ

た

と

い

う

。

そ

れ

が

創

立

後

わ

ず

か

三

年

で

我

が

国

蚕

糸

技

術

上

画

期

的

な

事

業

で

あ

る

蚕

の

一

代

雑

種

の

配

布

が

始

め

ら

れ

、

実

用

的

な

仕

事

も

十

分

に

出

来

る

こ

と

を

示

し

た

機

会

に

、

生

産

調

査

会

の

原

案

ど

お

り

に

「

蚕

業

試

験

場

」

と

名

称

が

改

め

ら

れ

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

当

所

の

創

立

時

期

を

農

商

務

省

傘

下

の

他

の

場

所

と

比

較

す

る

と

、

明

治

二

六

年

創

立

の

農

事

試

験

場

よ

り

は

遅

い

も

の

の

、

畜

産

試

験

場

の

大

正

五

年

、

茶

業

試

験

場

の

大

正

八

年

、

園

芸

試

験

場

の

大

正

一

○

年

に

比

べ

る

と

か

な

り

早

く

、

蚕

糸

業

は

国

策

と

し

て

別

格

な

扱

い

で

あ

っ

た

こ

と

が

窺

わ

れ

る

。
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組

織

体

制

の

変

遷

創

立

以

降

の

組

織

の

変

遷

は

年

表

の

よ

う

で

、

明

治

四

四

年

（

一

九

一

一

）

に

「

原

蚕

種

製

造

所

」

と

し

て

本

所

及

び

三

つ

の

支

所

を

も

っ

て

発

足

し

、

翌

年

に

さ

ら

に

三

支

所

を

増

設

、

大

正

三

年

（

一

九

一

四

）

に

は

「

蚕

業

試

験

場

」

と

改

称

。

本

場

を

、

桑

樹

、

生

理

、

病

理

、

製

糸

、

化

学

の

五

研

究

部

と

し

、

六

地

域

に

支

場

を

置

く

試

験

研

究

機

関

と

し

て

の

体

制

を

整

え

た

。

大

正

一

三

年

に

は

、

経

済

不

況

に

伴

う

行

政

機

構

縮

小

の

た

め

、

支

場

を

出

張

所

や

試

育

所

、

桑

園

な

ど

の

格

下

げ

し

た

。

昭

和

九

年

（

一

九

三

四

）

に

「

原

蚕

種

管

理

法

」

が

公

布

さ

れ

、

場

の

原

蚕

種

製

造

配

布

事

業

が

膨

大

に

な

っ

た

た

め

に

、

蚕

種

部

を

生

理

部

か

ら

独

立

さ

せ

た

ほ

か

、

支

場

所

を

拡

充

、

新

設

し

た

。

昭

和

一

二

年

（

一

九

三

七

）

に

「

蚕

糸

試

験

場

」

と

改

称

し

、

製

糸

お

よ

び

絹

繊

維

に

関

す

る

部

門

の

充

実

を

は

か

っ

た

。

第

二

次

大

戦

中

（

一

九

四

一

～

四

五

）

は

、

そ

の

困

難

な

情

勢

下

で

組

織

・

事

業

規

模

を

お

お

む

ね

維

持

し

、

時

局

の

要

請

す

る

研

究

を

中

心

に

遂

行

し

た

。

昭

和

二

三

年

に

蚕

品

種

改

良

事

業

を

育

種

部

に

一

括

す

る

と

と

も

に

指

導

部

を

設

け

た

。

昭

和

三

三

年

（

一

九

五

八

）

に

は

、

企

画

連

絡

室

、

養

蚕

部

、

絹

繊

維

部

を

新

設

し

た

ほ

か

、

そ

れ

ま

で

蚕

品

種

改

良

が

主

な

任

務

だ

っ

た

支

場

に

栽

桑

、

養

蚕

、

蚕

品

種

改

良

、

土

壌

肥

料

、

病

理

の

五

研

究

室

を

置

き

、

全

国

対

応

の

研

究

が

行

い

や

す

い

体

制

を

整

え

た

。

昭

和

五

五

年

（

一

九

八

○

）

一

月

に

本

場

が

筑

波

に

移

転

。

そ

れ

ま

で

杉

並

、

日

野

、

前

橋

に

分

か

れ

て

い

た

の

が

一

か

所

に

集

中

し

て

、

高

水

準

の

研

究

機

器

を

配

備

し

、

ま

た

他

の

研

究

機

関

と

も

交

流

し

や

す

い

好

条

件

下

で

研

究

を

展

開

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

昭

和

六

三

年

（

一

九

八

八

）

、

「

蚕

糸

・

昆

虫

農

業

技

術

研

究

所

」

と

名

称

を

変

更

。

蚕

糸

研

究

を

継

続

し

つ

つ

、

そ

の

蓄

積

と

経

験

を

活

か

し

て

昆

虫

機

能

利

用

研

究

と

い

う

新

分

野

に

研

究

を

展

開

す

る

こ

と

と

し

た

。

平

成

八

年

（

一

九

九

六

）

か

ら

は

、

「

昆

虫

機

能

利

用

研

究

」

が

科

学

技

術

庁

の

Ｃ

Ｏ

Ｅ

化

課

題

と

し

て

採

択

さ

れ

、

精

力

的

に

研

究

を

展

開

し

て

、

ご

く

短

期

間

で

高

い

評

価

を

得

る

成

果

を

あ

げ

た

。

以

上

の

よ

う

な

組

織

体

制

の

変

遷

は

、

当

所

が

常

に

設

立

の

目

的

に

て

ら

し

つ

つ

時

代

の

要

請

に

対

応

あ

る

い

は

先

取

り

し

て

、

必

要

な

部

門

の

充

実

と

新

し

い

要

素

の

付

加

を

絶

え

ず

は

か

っ

て

き

た

こ

と

に

よ

っ

て

い

る

。

蚕

糸

業

の

斜

陽

化

に

伴

っ

て

、

農

水

省

の

機

構

問

題

が

も

ち

あ

が

る

と

い

つ

も

整

理

縮

小

の

矢

面

に

た

た

さ

れ

た

と

い

う

が

、

歴

代

の

所

長

以

下

関

係

者

の

配

慮

と

尽

力

に

よ

っ

て

こ

の

よ

う

に

立

派

に

維

持

・

発

展

し

て

き

た

こ

と

は

ま

こ

と

に

喜

ば

し

い

。

職

員

数

は

最

大

時

に

九

○

○

名

を

越

え

た

こ

と

も

あ

っ

た

が

、

昭

和

三

○

年

代

以

降

は

年

々

減

少

し

、

独

立

行

政

法

人

移

行

時

は

二

○

○

名

を

切

る

ま

で

に

な

っ

た

。

総

数

一

万

人

に

も

及

ぶ

職
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員

が

こ

こ

で

働

き

、

家

族

を

養

っ

て

き

た

。

歴

史

を

作

る

の

は

人

で

あ

る

。

だ

け

れ

ど

も

偉

い

人

や

研

究

業

績

に

名

を

残

し

た

人

だ

け

が

歴

史

を

作

る

の

で

は

な

い

。

下

積

み

の

人

や

補

助

的

部

門

の

人

で

も

そ

れ

ぞ

れ

の

持

ち

場

で

全

力

を

尽

く

し

た

こ

と

を

忘

れ

て

な

ら

な

い

と

思

う

。

蚕

糸

研

究

の

中

核

と

し

て

の

歩

み

当

所

は

創

立

以

来

一

貫

し

て

、

カ

イ

コ

、

桑

、

生

糸

、

絹

等

に

関

わ

る

試

験

研

究

、

依

頼

分

析

、

鑑

定

、

調

査

、

講

習

並

び

に

原

蚕

種

や

桑

の

接

穂

・

苗

木

の

生

産

と

配

布

な

ど

を

行

い

、

蚕

糸

学

や

蚕

糸

業

に

寄

与

し

て

き

た

。

蚕

糸

業

が

国

の

基

幹

産

業

だ

っ

た

こ

ろ

は

、

当

所

に

は

予

算

も

別

格

に

付

き

、

職

員

も

国

内

の

選

り

す

ぐ

っ

た

英

才

が

集

ま

り

、

優

れ

た

研

究

を

展

開

し

た

の

で

、

試

験

研

究

成

果

の

量

や

質

は

他

所

を

凌

駕

し

て

い

た

と

い

う

。

そ

れ

は

蚕

業

試

験

場

と

名

称

を

改

え

た

翌

年

以

降

に

刊

行

さ

れ

た

「

場

報

告

」

、

そ

の

他

に

発

表

さ

れ

た

多

く

の

研

究

業

績

か

ら

も

推

察

さ

れ

る

。

九

○

年

間

に

わ

た

っ

て

当

所

が

行

っ

て

き

た

蚕

糸

研

究

や

開

発

し

て

き

た

蚕

糸

技

術

は

極

め

て

膨

大

で

、

そ

れ

ら

を

こ

こ

に

い

ち

い

ち

紹

介

す

る

だ

け

の

紙

数

に

余

裕

が

な

い

の

で

、

そ

れ

ら

は

実

際

の

当

研

究

所

研

究

報

告

を

ご

覧

い

た

だ

く

か

、

年

代

順

に

業

績

を

わ

か

り

や

す

く

ま

と

め

た

所

の

刊

行

物

「

蚕

糸

・

昆

虫

機

能

に

関

す

る

主

な

試

験

研

究

業

績

」

（

一

九

九

八

年

一

○

月

）

な

ど

に

よ

っ

て

い

た

だ

く

し

か

な

い

が

、

端

的

に

い

え

ば

創

立

当

時

か

ら

現

在

ま

で

に

箱

当

た

り

収

繭

量

や

桑

園

一

○

ア

ー

ル

あ

た

り

生

糸

生

産

量

を

約

四

倍

に

も

向

上

さ

せ

た

技

術

進

歩

の

原

動

力

に

な

っ

て

い

る

と

い

え

る

。

蚕

糸

業

も

蚕

糸

科

学

も

国

内

は

も

と

よ

り

国

際

的

に

も

常

に

先

頭

を

走

っ

て

き

た

の

で

他

分

野

の

よ

う

に

学

問

や

技

術

を

学

ん

だ

り

模

倣

し

た

り

す

る

モ

デ

ル

が

な

く

、

ほ

と

ん

ど

を

自

ら

の

手

で

切

り

開

か

な

け

れ

ば

な

ら

い

と

い

う

不

利

な

条

件

の

も

と

よ

く

ぞ

こ

れ

だ

け

の

成

果

を

あ

げ

て

き

た

も

の

と

関

心

す

る

。

当

所

で

行

っ

た

試

験

研

究

は

蚕

糸

業

の

情

勢

に

応

じ

、

そ

の

時

々

に

生

じ

る

問

題

を

解

決

す

る

よ

う

に

研

究

課

題

が

取

り

あ

げ

ら

れ

、

ま

た

技

術

方

面

の

新

発

見

に

よ

っ

て

蚕

糸

業

の

情

勢

を

変

え

た

よ

う

な

こ

と

も

あ

り

、

産

業

上

の

要

請

に

密

接

に

結

び

つ

い

た

実

用

的

な

研

究

が

、

基

礎

的

分

野

の

研

究

の

も

と

で

数

多

く

の

優

れ

た

成

果

を

生

ん

で

き

て

い

る

こ

と

に

も

感

銘

す

る

。

ま

た

、

国

立

専

門

場

所

で

あ

る

当

所

は

国

の

リ

ー

ダ

ー

的

な

存

在

で

大

学

や

都

府

県

、

民

間

等

の

蚕

糸

研

究

に

も

大

き

な

影

響

を

お

よ

ぼ

し

て

き

た

。

歴

史

的

に

見

て

、

こ

れ

ほ

ど

多

種

類

の

革

新

的

技

術

を

創

造

し

、

普

及

さ

せ

た

作

目

は

ほ

か

に

な

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

こ

れ

ら

の

成

果

は

海

外

の

蚕

糸

業

に

も

は

か

り

知

れ

な

い

貢

献

を

し

て

き

た

。

ま

た

、

蚕

糸

科

学

の

領

域

で

得

ら

れ

た

知

見

は

、

単

に

蚕

糸

学

や

蚕

糸

業

の

発

展

に

寄

与

し

た

ば

か

り

で
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な

く

、

他

の

学

問

の

分

野

に

も

大

き

な

影

響

を

与

え

て

き

た

。

こ

の

よ

う

な

当

研

究

所

の

あ

げ

て

き

た

業

績

を

個

別

に

見

て

い

く

と

、

や

は

り

長

年

に

わ

た

る

日

本

蚕

糸

学

の

蓄

積

や

伝

統

が

大

き

な

役

割

を

果

た

し

て

い

る

場

合

が

多

い

こ

と

に

気

づ

く

。

当

所

の

先

輩

で

学

士

院

章

の

栄

誉

に

輝

い

て

い

る

の

は

外

山

、

橋

本

、

田

島

、

吉

川

の

四

氏

で

あ

る

が

、

そ

の

例

を

見

て

み

よ

う

。

明

治

の

末

期

に

な

る

と

次

第

に

日

本

蚕

糸

業

の

伝

統

に

基

礎

を

お

い

た

研

究

も

芽

生

え

て

き

た

が

、

外

山

亀

太

郎

博

士

に

よ

っ

て

動

物

の

遺

伝

が

メ

ン

デ

リ

ズ

ム

に

従

う

こ

と

を

カ

イ

コ

を

用

い

世

界

に

先

駆

け

て

確

認

し

た

研

究

（

一

九

○

六

）

は

そ

の

最

た

る

も

の

で

、

こ

れ

は

す

で

に

徳

川

時

代

か

ら

蚕

種

製

造

業

者

に

よ

っ

て

蚕

品

種

改

良

が

行

わ

れ

て

い

た

と

い

う

日

本

蚕

糸

業

の

伝

統

の

う

え

に

立

っ

て

、

西

欧

に

お

け

る

メ

ン

デ

リ

ズ

ム

の

再

発

見

（

一

九

○

○

）

以

前

か

ら

、

カ

イ

コ

の

交

雑

実

験

に

つ

い

て

の

デ

ー

タ

を

積

み

重

ね

て

い

た

こ

と

が

大

い

に

役

だ

っ

て

い

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

。

ま

た

、

田

島

弥

太

郎

博

士

（

当

場

嘱

託

）

が

昭

和

一

五

年

（

一

九

四

○

）

に

成

功

し

た

今

日

の

染

色

体

工

学

の

さ

き

が

け

と

も

い

え

る

遺

伝

子

操

作

に

よ

っ

て

雌

幼

虫

に

だ

け

独

特

の

斑

紋

を

出

さ

せ

る

方

法

は

、

カ

イ

コ

の

常

染

色

体

か

ら

「

セ

ー

ブ

ル

」

と

呼

ば

れ

る

斑

紋

を

作

る

遺

伝

子

を

、

性

染

色

体

（

Ｗ

染

色

体

）

へ

放

射

線

照

射

に

よ

っ

て

転

座

さ

せ

る

も

の

で

、

こ

れ

に

よ

っ

て

雌

は

セ

ー

ブ

ル

斑

に

な

り

、

雄

は

通

常

の

斑

紋

に

な

る

「

斑

紋

限

性

蚕

品

種

」

が

開

発

さ

れ

た

が

、

こ

れ

は

カ

イ

コ

の

雌

雄

を

決

め

る

染

色

体

が

Ｚ

Ｗ

型

で

あ

る

こ

と

を

九

州

大

学

の

田

中

義

麿

教

授

（

大

正

三

年

）

が

、

ま

た

Ｗ

染

色

体

を

も

つ

カ

イ

コ

が

雌

に

な

る

こ

と

を

当

場

の

橋

本

春

雄

博

士

（

昭

和

八

年

）

が

明

ら

か

に

し

て

い

た

こ

と

を

土

台

と

し

て

は

じ

め

て

可

能

に

な

っ

た

も

の

で

あ

る

。

吉

川

秀

男

博

士

（

当

場

武

豊

支

場

長

、

そ

の

後

に

大

阪

大

学

教

授

）

は

日

本

に

お

け

る

遺

伝

生

化

学

の

開

拓

者

で

、

カ

イ

コ

の

眼

色

お

よ

び

卵

色

を

決

め

る

化

学

的

因

子

の

存

在

を

明

ら

か

に

し

、

そ

の

後

に

お

け

る

カ

イ

コ

の

遺

伝

生

化

学

発

展

の

端

緒

を

つ

く

っ

た

が

、

こ

の

研

究

が

で

き

る

に

は

い

く

つ

か

の

前

提

条

件

が

必

要

で

あ

っ

た

。

一

つ

は

外

国

に

お

け

る

研

究

の

刺

激

で

あ

る

。

遺

伝

の

生

化

学

的

研

究

は

吉

川

の

論

文

が

出

る

以

前

に

欧

米

に

お

い

て

既

に

は

じ

ま

っ

て

い

た

。

あ

と

一

つ

の

条

件

は

日

本

に

お

け

る

カ

イ

コ

遺

伝

学

の

伝

統

で

あ

る

。

一

九

二

○

年

に

入

っ

て

梅

谷

与

七

郎

（

一

九

二

五

）

の

研

究

に

よ

り

卵

巣

移

植

法

が

開

発

さ

れ

、

次

い

で

宇

田

一

（

一

九

二

八

）

の

研

究

に

よ

っ

て

卵

色

の

遺

伝

様

式

が

解

明

さ

れ

た

。

吉

川

の

業

績

は

こ

れ

ら

の

研

究

を

土

台

に

し

て

は

じ

め

て

可

能

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

だ

け

で

は

な

い

。

梅

谷

は

一

九

二

六

年

に

既

に

卵

巣

移

植

の

方

法

を

用

い

て

卵

色

遺

伝

の

研

究

を

試

み

て

い

た

。

ま

た

吉

川

の

論

文

に

き

び

す

を

接

し

て

川

口

栄

作

（

一

九

三

七

）

、

諸

星

静

次

郎

（

一

九

三

八

）

ら

が

い

ず

れ

も

移

植

法

に

よ

っ

て

カ

イ

コ

に

お

け

る

浸

透

性

着

色

物

質

の

存

在

を

確

認

し

て

い

る

。

し

た

が

っ

て

外

国

か

ら

情

報

が

入

れ

ば

そ

れ

が

引

き

金

に

な

り

、

た

だ

ち

に

類

似

の

研

究

が

一

気

に

進

捗

す

る

だ

け
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の

業

績

が

、

国

内

に

備

わ

っ

て

い

た

こ

と

が

大

い

に

役

立

っ

た

の

で

あ

る

。

ひ

る

が

え

っ

て

こ

れ

か

ら

の

我

が

国

に

お

け

る

蚕

糸

技

術

開

発

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

は

「

低

廉

な

輸

入

繭

に

克

つ

」

こ

と

で

は

な

か

ろ

う

か

。

こ

の

技

術

開

発

は

、

自

国

の

蚕

糸

業

を

守

り

、

か

つ

世

界

の

蚕

糸

・

絹

業

問

題

を

も

視

野

に

入

れ

た

先

進

国

日

本

の

使

命

と

い

っ

て

良

い

。

何

故

な

ら

人

類

の

た

め

に

常

に

蚕

糸

の

関

わ

る

研

究

・

開

発

を

推

進

し

、

ゆ

る

ぎ

な

い

成

果

を

提

供

し

て

い

く

こ

と

は

、

蚕

糸

科

学

と

技

術

で

こ

れ

ま

で

世

界

を

リ

ー

ド

し

て

き

た

日

本

で

な

け

れ

ば

不

可

能

で

あ

り

、

ま

た

そ

れ

は

我

が

国

の

宿

命

で

あ

る

と

考

え

る

か

ら

で

あ

る

。

昆

虫

機

能

利

用

研

究

Ｃ

Ｏ

Ｅ

へ

の

歩

み

昭

和

六

三

年

（

一

九

八

八

）

一

○

月

に

「

蚕

糸

・

昆

虫

農

業

技

術

研

究

所

」

と

名

称

を

変

更

。

「

昆

虫

」

を

冠

し

た

我

が

国

で

最

初

の

国

立

研

究

所

と

な

っ

た

。

「

蚕

糸

」

に

つ

い

て

は

当

時

の

蚕

糸

情

勢

、

つ

ま

り

国

内

産

繭

量

が

三

万

ト

ン

を

上

ま

わ

る

ほ

ど

も

あ

り

、

糸

価

も

高

水

準

で

、

絹

需

要

も

旺

盛

な

ど

を

支

え

と

し

て

、

こ

れ

を

所

名

に

是

非

残

し

た

い

と

い

う

所

内

外

の

蚕

糸

関

係

者

の

強

い

願

い

が

込

め

ら

れ

て

い

る

。

ち

ょ

う

ど

バ

イ

オ

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

な

ど

の

先

端

技

術

や

機

器

の

急

速

な

進

展

が

昆

虫

類

の

未

知

の

特

性

や

機

能

を

技

術

的

に

解

明

す

る

道

を

開

き

は

じ

め

た

時

期

で

あ

り

、

ま

た

昆

虫

の

そ

う

し

た

多

彩

な

機

能

を

新

た

な

視

点

か

ら

見

直

す

こ

と

に

よ

っ

て

、

農

業

の

み

な

ら

ず

医

学

や

工

学

な

ど

、

広

範

な

場

面

で

産

業

的

に

利

用

価

値

が

高

く

、

昆

虫

こ

そ

が

地

球

上

に

残

さ

れ

た

最

大

の

未

利

用

資

源

で

あ

る

と

い

う

認

識

が

世

界

中

で

高

ま

っ

て

き

た

時

期

で

あ

っ

た

こ

と

は

当

研

究

所

が

昆

虫

機

能

研

究

分

野

に

研

究

を

展

開

し

よ

う

と

す

る

の

に

極

め

て

タ

イ

ム

リ

ー

で

あ

っ

た

。

約

半

数

に

急

減

し

た

陣

容

に

よ

っ

て

、

そ

れ

ま

で

の

蚕

糸

研

究

を

継

続

し

つ

つ

、

新

し

い

昆

虫

機

能

利

用

研

究

の

分

野

に

世

界

に

先

駆

け

て

真

正

面

か

ら

取

り

組

む

こ

と

は

容

易

で

な

い

と

思

わ

れ

た

が

、

蚕

糸

研

究

で

の

長

い

経

験

と

蓄

積

が

大

い

に

役

立

っ

て

次

々

と

成

果

が

あ

げ

ら

れ

た

。

現

在

、

世

界

を

見

わ

た

し

て

こ

れ

だ

け

の

陣

容

と

設

備

を

擁

し

て

昆

虫

機

能

を

利

用

す

る

と

い

う

大

き

な

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

展

開

し

て

い

る

の

は

当

研

究

所

だ

け

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

研

究

は

昆

虫

学

の

分

野

で

も

全

く

新

し

い

流

れ

で

あ

り

、

他

の

試

験

研

究

機

関

に

お

け

る

昆

虫

を

材

料

と

し

た

研

究

も

こ

の

流

れ

に

合

流

し

て

大

き

な

潮

流

と

な

り

、

昆

虫

機

能

利

用

学

（

イ

ン

セ

ク

ト

・

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

）

と

い

う

新

し

い

学

問

が

市

民

権

を

得

、

ま

た

農

学

の

み

な

ら

ず

、

食

品

や

医

学

の

分

野

に

も

利

用

で

き

る

技

術

開

発

の

契

機

と

な

っ

て

き

た

。

ま

た

、

平

成

八

年

度

か

ら

科

技

庁

の

Ｃ

Ｏ

Ｅ

（

中

核

的

研

究

拠

点

）

化

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

採

択

さ

れ

た

こ

と

は

幸

運

で

あ

っ

た

。

申

請

時

の

説

明

も

う

ま

か

っ

た

で

あ

ろ

う

が

、
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当

所

の

歴

史

と

伝

統

も

大

き

く

も

の

を

い

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

こ

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

、

国

際

的

に

極

め

て

高

水

準

の

研

究

活

動

を

行

い

、

特

定

の

研

究

分

野

に

お

け

る

中

核

的

研

究

拠

点

と

し

て

発

展

す

る

可

能

性

を

も

つ

優

れ

た

研

究

者

を

中

心

と

し

た

研

究

組

織

に

対

し

て

Ｃ

Ｏ

Ｅ

の

形

成

を

促

進

す

る

目

的

で

推

進

さ

れ

る

も

の

と

い

う

。

Ｃ

Ｏ

Ｅ

に

選

定

さ

れ

た

こ

と

の

僥

倖

と

責

任

の

大

き

さ

を

感

じ

取

る

こ

と

が

大

切

だ

と

思

う

。

当

研

究

所

は

こ

の

Ｃ

Ｏ

Ｅ

の

研

究

を

開

始

し

て

か

ら

僅

か

数

年

で

高

い

評

価

を

得

る

ほ

ど

に

大

き

な

成

果

を

上

げ

た

こ

と

に

よ

り

、

蚕

糸

研

究

に

併

せ

て

昆

虫

機

能

研

究

に

お

い

て

も

世

界

の

頂

点

に

立

っ

た

と

い

え

よ

う

。

こ

の

よ

う

な

状

況

は

当

研

究

所

に

お

け

る

昆

虫

機

能

利

用

研

究

へ

の

展

開

が

時

機

を

得

た

も

の

で

あ

っ

た

と

い

え

よ

う

。

新

研

究

所

で

新

し

い

世

紀

へ

以

上

、

見

て

き

た

よ

う

に

、

当

研

究

所

の

歴

史

を

た

ど

っ

て

い

る

う

ち

に

当

然

の

こ

と

な

が

ら

、

蚕

糸

に

関

わ

る

研

究

や

技

術

開

発

、

原

蚕

種

の

配

布

、

講

習

等

を

通

じ

て

蚕

糸

業

を

発

展

さ

せ

て

き

た

当

研

究

所

関

係

者

の

多

く

の

優

れ

た

業

績

に

今

さ

ら

な

が

ら

深

い

感

銘

と

感

動

を

覚

え

た

。

蚕

糸

業

と

い

う

一

つ

の

産

業

が

技

術

を

必

要

し

、

そ

の

た

め

に

涙

ぐ

ま

し

い

努

力

と

創

意

工

夫

が

な

さ

れ

、

蚕

糸

科

学

の

発

展

を

促

し

、

こ

れ

が

技

術

を

進

歩

さ

せ

、

蚕

糸

業

を

盛

り

立

て

る

と

い

う

展

開

と

、

良

い

循

環

が

昔

は

随

所

に

見

ら

れ

た

。

と

こ

ろ

が

近

年

は

産

業

構

造

が

変

化

し

、

ま

た

国

際

化

の

波

の

中

で

国

内

事

情

だ

け

で

は

済

ま

な

く

な

っ

て

き

て

、

並

み

の

技

術

開

発

で

は

ど

う

に

も

な

ら

な

い

社

会

経

済

情

勢

が

う

ま

れ

た

。

こ

れ

は

一

面

で

経

済

効

率

の

み

に

目

が

向

け

ら

れ

た

時

流

が

、

産

業

構

造

や

科

学

研

究

に

影

響

を

及

ぼ

し

、

結

果

的

に

大

き

な

歪

み

を

生

じ

さ

せ

て

し

ま

っ

た

結

果

と

も

い

え

る

。

産

業

と

研

究

が

支

え

合

う

良

い

循

環

を

取

り

戻

し

、

永

続

的

な

産

業

発

展

の

途

を

構

築

し

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

思

う

。

二

一

世

紀

を

展

望

す

る

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し

て

、

持

続

的

生

産

、

環

境

、

ア

メ

ニ

テ

ィ

な

ど

の

語

が

示

さ

れ

、

物

事

が

地

球

レ

ベ

ル

で

考

え

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

き

て

お

り

、

農

学

と

か

蚕

糸

・

昆

虫

機

能

研

究

な

ど

の

総

合

科

学

が

再

評

価

さ

れ

る

時

代

に

な

り

つ

つ

あ

る

こ

と

は

喜

ば

し

い

。

特

に

昆

虫

機

能

利

用

研

究

は

極

め

て

日

本

的

な

生

物

で

あ

る

カ

イ

コ

を

も

と

に

日

本

人

が

蓄

積

し

て

き

た

蚕

糸

科

学

技

術

を

基

礎

と

し

て

世

界

に

先

駆

け

て

開

始

し

た

も

の

で

、

二

一

世

紀

へ

向

け

て

世

界

に

貢

献

す

る

日

本

の

科

学

技

術

の

あ

り

方

を

示

し

て

い

る

と

い

っ

て

良

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。当

研

究

所

は

平

成

１

３

年

度

か

ら

独

立

行

政

法

人

農

業

生

物

資

源

研

究

所

に

移

行

す

る

こ

と

が

決

ま

っ

て

い

る

。

世

界

の

最

先

端

に

あ

る

我

が

国

の

蚕

糸

・

昆

虫

機

能
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の

研

究

や

技

術

の

水

準

を

今

後

と

も

維

持

・

発

展

さ

せ

る

こ

と

は

国

際

的

に

当

研

究

所

が

担

う

べ

き

当

然

の

責

務

と

信

じ

て

い

る

一

Ｏ

Ｂ

と

し

て

、

研

究

所

の

名

か

ら

蚕

糸

や

昆

虫

の

字

が

消

え

る

こ

と

は

、

所

長

以

下

関

係

者

が

蚕

糸

・

昆

虫

の

名

を

所

名

に

残

す

た

め

に

最

大

限

の

努

力

を

し

た

で

あ

ろ

う

こ

と

を

痛

い

ほ

ど

判

っ

て

い

て

も

、

な

お

残

念

で

な

ら

な

い

。

他

の

蚕

糸

関

係

の

公

立

研

究

機

関

等

も

次

々

と

姿

を

消

し

て

い

る

我

が

国

の

現

実

を

見

る

に

つ

け

、

か

つ

て

の

養

蚕

先

進

国

で

あ

る

フ

ラ

ン

ス

が

一

九

五

○

年

代

に

自

国

の

養

蚕

業

が

終

焉

し

て

以

降

も

国

家

と

し

て

蚕

糸

科

学

専

門

の

研

究

機

関

を

維

持

し

て

い

る

こ

と

の

ふ

と

こ

ろ

の

大

き

さ

に

に

感

銘

す

る

。

こ

の

フ

ラ

ン

ス

養

蚕

研

究

所

で

は

蚕

品

種

の

育

成

を

主

た

る

業

務

と

し

、

育

成

さ

れ

た

優

良

蚕

品

種

は

ユ

ー

ロ

ク

リ

サ

リ

ー

ド

と

い

う

絹

業

事

業

者

の

出

資

で

組

織

さ

れ

て

い

る

共

同

体

で

増

殖

さ

れ

市

場

に

供

給

さ

れ

る

と

い

う

。

こ

の

共

同

体

は

シ

ル

ク

に

関

す

る

最

高

水

準

の

科

学

と

技

術

を

持

つ

パ

ー

ト

ナ

ー

を

集

め

て

研

究

開

発

を

行

い

、

発

展

途

上

国

を

中

心

に

蚕

糸

業

を

援

助

し

て

、

こ

れ

に

よ

っ

て

自

前

の

生

糸

の

供

給

源

を

確

保

し

て

い

こ

う

と

す

る

も

の

で

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

の

次

世

紀

を

目

指

し

た

蚕

糸

業

へ

の

体

制

準

備

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

事

業

は

農

家

で

は

失

っ

て

し

ま

っ

た

生

産

技

術

を

研

究

者

サ

イ

ド

か

ら

復

活

さ

せ

よ

う

と

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

で

、

フ

ラ

ン

ス

が

試

験

研

究

機

関

を

維

持

し

て

い

な

け

れ

ば

不

可

能

な

展

開

で

あ

っ

た

と

い

え

よ

う

。

日

本

に

お

け

る

蚕

糸

業

の

将

来

を

考

え

る

際

に

重

視

す

べ

き

事

例

と

思

う

。当

研

究

所

は

、

農

業

生

物

資

源

研

究

所

に

変

わ

っ

て

か

ら

も

、

幸

い

に

蚕

糸

・

昆

虫

機

能

研

究

が

中

心

テ

ー

マ

に

な

る

と

い

う

か

ら

喜

び

に

た

え

な

い

。

輝

く

九

○

年

の

歴

史

と

伝

統

を

引

き

継

い

で

こ

の

方

面

の

研

究

体

制

を

い

っ

そ

う

充

実

し

、

「

世

界

の

蚕

糸

・

昆

虫

機

能

研

究

の

メ

ッ

カ

」

と

い

わ

れ

る

よ

う

な

研

究

所

に

な

っ

て

ほ

し

い

と

思

う

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

評

価

に

ふ

さ

わ

し

い

研

究

成

果

を

刮

目

し

て

期

待

し

て

い

る

。


